
現
役
プ
ロ
野
球
選
手
が

母
校
・
舟
入
小
で
野
球
教
室

 

一
月
四
日
、
新
春
書
き
初
め

大
会
（
市
立
中
央
公
民
館
主
催
）

が
市
立
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

 

早
朝
よ
り
幼
児
か
ら
大
人
ま

で
百
六
人
が
参
加
し
た
会
場
は

熱
気
が
あ
ふ
れ
、
参
加
者
は
条

幅
紙
に
力
強
く
筆
を
走
ら
せ
て

「
子
ね
ず
み
」
「
春
の
天
使
」

「
東
雲
春
光
」
な
ど
の
課
題
を

書
き
上
げ
ま
し
た
。

 
審
査
の
結
果
、
特
選
二
十
点
、

優
秀
四
十
三
点
、
入
選
四
十
三

点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

 

特
選
は
次
の
方
々
で
す
。

 
（
敬
称
略
）

 

▽
百
田
ひ
と
み
（
小
一
）
▽

中
村
き
ょ
う
す
け
（
小
一
）
▽

吉
本
貴
哉
（
小
二
）
▽
小
松
榛

日
（
小
二
）
▽
中
村
祐
輔
（
小

三
）
▽
松
闢
み
な
み
（
小
三
）

▽
百
田
や
よ
い
（
小
三
）
▽
中

村
り
お
な
（
小
四
）
▽
岡
林
み

ち
こ
（
小
四
）
▽
饌
闢
華
子
（
小

四
）
▽
福
富
茉
由
（
小
五
）
▽

渡
邉
真
也
（
小
五
）
▽
坂
本
麻

由
（
小
六
）
▽
永
森
奈
生
子
（
中

二
）
▽
大
場
真
美
（
中
三
）
▽

横
田
晋
三
（
中
三
）
▽
宮
闢
郁

圭
（
中
三
）
▽
田
中
明
希
（
一

般
）
▽
小
松
希
代
子
（
一
般
）

▽
大
場
貴
世
（
一
般
）

１
０
６
人
が
力
強
く
筆
を
走
ら
せ

第
２
回
　
香
美
市
新
春
書
き
初
め
大
会

（ 13 ） 広　報　か　み 平成２０年２月号

 

一
月
七
日
、
香
美
警
察
署
前
で
、
新
年
ド
ラ
イ
バ
ー
サ
ー

ビ
ス
（
主
催
＝
香
美
市
交
通
安
全
母
の
会
）
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

 

サ
ー
ビ
ス
は
、
母
の
会
会
員
と
関
係
団
体
の
ほ
か
、
〝
若

い
世
代
に
も
安
全
運
転
の
意
識
を
も
っ
て
も
ら
お
う
〞
と
今

年
の
新
成
人
ら
五
人
も
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

 

会
員
ら
は
〝
ゆ
ず
り
あ
い
で
安
全
運
転
〞
と
書
か
れ
た
ユ

ズ
と
交
通
安
全
の
啓
発
チ
ラ
シ
の
セ
ッ
ト
を
「
今
年
も
安
全

運
転
で
」
と
声
を
か
け
な
が
ら
ド
ラ
イ
バ
ー
に
手
渡
し
て
い

ま
し
た
。

 

一
月
四
日
、
舟
入
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
香
美
市
出

身
の
現
役
プ
ロ
野
球
選
手
に
よ
る
野
球
教
室
が
行
わ
れ
、

少
年
野
球
団
に
所
属
す
る
児
童
ら
約
六
十
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

 

指
導
に
あ
た
っ
た
の
は
、
と
も
に
舟
入
小
出
身
の
吉
川

昌
宏
さ
ん
（
東
京
ヤ
ク
ル
ト
ス
ワ
ロ
ー
ズ
）
と
甲
藤
啓
介

さ
ん
（
福
岡
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ホ
ー
ク
ス
）
の
両
投
手
。
後

輩
と
な
る
児
童
ら
と
楽
し
く
汗
を
流
し
、
ボ
ー
ル
の
握
り

方
や
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
な
ど
基
本
の
大
切
さ
を
子
ど
も
た

ち
に
伝
え
て
い
ま
し
た
。

〝
ユ
ズ
〞
り
あ
い
で
安
全
運
転
を

　
　
　
　
　
　
　
新
年
ド
ラ
イ
バ
ー
サ
ー
ビ
ス

蜷
小
学
生
も
力
強
く
筆
を
走
ら
せ

蜻
今
年
一
年
の
安
全
運
転
を
呼
び
か
け
た

基本の大切さを教える吉川さんと甲藤さん



　
昨
年
十
二
月
二
十
三
日
に
開

催
さ
れ
た
『
女
子
第
十
九
回
全

国
高
校
駅
伝
』
（
京
都
市
）
で

山
田
高
校
女
子
陸
上
部
が
、
県

勢
女
子
初
と
な
る
八
位
入
賞
を

果
た
し
ま
し
た
。

 

同
部
に
と
っ
て
は
、
前
回
大

会
、
惜
し
く
も
一
秒
差
で
入
賞

を
逃
し
た
こ
と
も
あ
り
、
〝
今

年
こ
そ
〞
と
臨
ん
だ
今
回
。
最

終
区
の
五
区
に
タ
ス
キ
が
渡
っ

た
と
き
は
十
位
で
し
た
が
、
ア

ン
カ
ー
の
川
上
麻
耶
さ
ん
（
二

年
生
）
が
追
い
上
げ
、
県
高
校

最
高
記
録
と
な
る
一
時
間
九
分

八
秒
で
、
見
事
に
八
位
で
ゴ
ー

ル
し
ま
し
た
。

 

【
よ
ろ
こ
び
の
声
】

一
区 
菅
原
優
香
さ
ん
（
三
年
）

 

と
に
か
く
、
先
頭
に
近
い
位

置
で
タ
ス
キ
を
つ
な
ぐ
こ
と
だ

け
を
考
え
て
走
り
ま
し

た
。
自
分
の
走
り
に
は
、

ぜ
ん
ぜ
ん
納
得
で
き
ま

せ
ん
が
、
入
賞
が
決
ま
っ

た
と
き
は
、
心
が
破
裂

す
る
く
ら
い
う
れ
し
か
っ

た
で
す
。

 

二
区 

大
平
彩
香
さ
ん

（
三
年
）

 

あ
せ
ら
ず
、
自
分
の

ペ
ー
ス
で
走
る
こ
と
を

心
が
け
、
精
い
っ
ぱ
い

の
走
り
が
で
き
た
と
思

い
ま
す
。
入
賞
を
知
っ

た
の
は
、
移
動
中
の
バ

ス
の
中
で
し
た
が
、
う

れ
し
く
て
、
バ
ス
の
中
で
一
人

で
泣
い
て
い
ま
し
た
。

 

三
区 

中
谷
沙
織
さ
ん
（
三
年
）

 

昨
年
は
ア
ン
カ
ー
で
走
り
、

〝
胸
の
差
で
入
賞
に
届
か
な
か
っ

た
〞
悔
し
さ
を
バ
ネ
に
走
り
ま

し
た
。
納
得
で
き
る
走
り
で
は

な
か
っ
た
で
す
が
、
順
位
を
下

げ
な
か
っ
た
の
が
救
い
で
し
た
。

入
賞
し
て
表
彰
状
が
も
ら
え
た

の
は
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

 

四
区 

山
中
詩
乃
さ
ん
（
二
年
）

 

走
っ
て
い
る
と
き
は
、
頭
の

中
が
真
っ
白
で
、
前
だ
け
を
見

て
無
我
夢
中
で
走
り
ま
し
た
。

入
賞
を
知
っ
た
の
は
、
バ
ス
で

移
動
中
で
し
た
の
で
、
競
技
場

に
戻
っ
て
か
ら
中
谷
さ
ん
と
抱

き
合
っ
て
よ
ろ
こ
び
ま
し
た
。

 
五
区 

川
上
麻
耶
さ
ん
（
二
年
）

 
ア
ン
カ
ー
の
自
分
に
順
位
が

か
か
っ
て
い
る
の
で
、
「
入
賞

し
た
い
」
と
だ
け
考
え
て
走
っ

て
い
ま
し
た
。
前
を
追
い
か
け

て
が
む
し
ゃ
ら
に
走
っ
た
の
が
、

良
い
ペ
ー
ス
に
な
っ
た
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。
入
賞
も
う
れ
し
い

で
す
が
、
県
の
高
校
最
高
タ
イ

ム
を
出
せ
た
の
が
う
れ
し
か
っ

た
で
す
。

山田高校女子陸上部

（ 14 ）広　報　か　み

地
域
文
化
功
労
者
表
彰

岡
林
華
傳
さ
ん

平成２０年２月号

全
国
女
子
駅
伝
で
８
位
入
賞
!! 

　
　
　
　
　
　
山
田
高
校
女
子
陸
上
部

 

岡
林
華
傳
さ
ん
（
土
佐
山
田

町
新
改
・
八
十
四
歳
）
が
、
『
平

成
十
九
年
度
地
域
文
化
功
労
者

表
彰
』
を
受
け
ま
し
た
。

 

同
表
彰
は
、
芸
術
文
化
の
振

興
、
文
化
財
の
保
護
に
尽
力
す

る
な
ど
地
域
文
化
の
振
興
に
功

績
が
あ
っ
た
個
人
ま
た
は
団
体

を
文
部
科
学
大
臣
が
表
彰
す
る

も
の
で
す
。

 

岡
林
さ
ん
は
、
多
年
に
わ
た

り
土
佐
山
田
町
文
化
財
保
護
審

議
会
会
長
、
香
美
市
文
化
財
保
護
審
議
会
会
長
を
歴
任
し
、
地
域

の
文
化
財
保
護
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

体
育
指
導
委
員
　
勤
続
表
彰

三
宮
義
一
さ
ん

平
成
十
九
年
度
全
国
体

育
指
導
委
員
連
合
三
十

年
勤
続
体
育
指
導
委
員

表
彰
を
三
宮
義
一
さ
ん
（
五

十
八
歳
・
土
佐
山
田
町
宝
町
）

が
受
け
ま
し
た
。

　
三
宮
さ
ん
は
昭
和
四
十
八
年
、

土
佐
山
田
町
体
育
指
導
委
員
に

選
任
さ
れ
て
以
来
、
地
域
の
社

会
体
育
の
普
及
・
振
興
に
尽
力

さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
の
普
及
に
尽
力
す
る
と

と
も
に
、
高
知
県
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
審
判
部
長
お
よ
び
二
種
Ａ

級
審
判
員
と
し
て
も
市
内
外
で
活
躍
さ
れ
、
現
在
も
香
美
市
体
育

指
導
委
員
と
し
て
、
社
会
体
育
の
推
進
、
指
導
体
制
の
確
立
等
に

寄
与
さ
れ
て
い
ま
す
。



　
一
月
六
日
、
『
平
成
二
十
年

香
美
市
消
防
出
初
式
』
が
物
部

町
の
大
栃
高
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

開
催
さ
れ
、
市
内
の
消
防
団
員

と
香
美
市
消
防
署
員
ら
総
勢
二

百
九
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
式
で
は
、
団
員
の
表
彰
に
続

い
て
、
人
員
お
よ
び
服
装
点
検
、

機
械
器
具
点
検
、
分
列
行
進
等

を
行
い
、
参
加
し
た
団
員
ら
は

防
災
へ
の
決
意
を
新
た
に
し
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
終
了
後
に

は
大
栃
商
店
街
を
消
防
車
で
パ

レ
ー
ド
し
防
火
・
防
災
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。

　
こ
の
日
表
彰
さ
れ
た
方
々
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

 
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

▼
功
績
賞
（
十
年
以
上

勤
続
し
、
か
つ
分
団
長

以
上
の
職
に
五
年
以
上

勤
務
し
た
者
）

・
香
北
消
防
団

吉
川
保
雄
（
本
部
・
副

団
長
）

槇
尾
正
一
（
猪
野
々
分

団
・
分
団
長
）

・
物
部
消
防
団

為
近
初
男
（
本
部
・
団

長
）

▼
精
勤
賞
（
品
行
方
正

で
勤
務
成
績
が
優
秀
で

他
の
模
範
と
な
る
と
認

め
ら
れ
る
者
）

・
土
佐
山
田
消
防
団

五
百
蔵
透
（
本
部
・
副

団
長
）

三
木
克
司
（
新
改
分
団
・

団
員
）

・
香
北
消
防
団

福
留
紀
男
（
暁
霞
分
団
・
班
長
）

・
物
部
消
防
団

岡
本
章
（
神
池
分
団
・
班
長
）

▼
勤
続
賞
（
十
五
年
以
上
勤
続

し
た
者
）

・
土
佐
山
田
消
防
団

中
澤
良
（
植
分
団
・
班
長
）

平
川
治
（
山
田
分
団
・
団
員
）

黒
河
修
（
繁
藤
分
団
・
団
員
）

杉
本
隆
章
（
同
・
団
員
）

三
木
一
道
（
新
改
分
団
・
団
員
）

白
川
斎
（
同
・
団
員
）

・
物
部
消
防
団

坂
本
憲
正
（
大
栃
分
団
・
部
長
）

水
田
耕
司
（
同
・
部
長
）

公
文
一
久
（
同
・
班
長
）

新
橋
則
男
（
同
・
班
長
）

森
本
隆
弘
（
同
・
班
長
）

森
田
博
之
（
同
・
団
員
）

小
松
晃
（
同
・
団
員
）

小
松
五
郎
（
同
・
団
員
）

西
野
精
晃
（
同
・
団
員
）

山
闢
正
司
（
同
・
団
員
）

山
崎
正
（
同
・
団
員
）

岡
本
純
忠
（
神
池
分
団
・
団
員
）

制服を身にまとい気を引きしめる団員

（ 15 ） 広　報　か　み 平成２０年２月号

土
佐
山
田
幼
稚
園
が

介
護
施
設
に
車
イ
ス
寄
贈

防
災
へ
の
決
意
を
新
た
に

 
　
　
　
　
　
　
　
香
美
市
消
防
出
初
式

 

昨
年
十
二
月
二
十
一
日
、
土

佐
山
田
幼
稚
園
の
園
児
七
十
七

人
が
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

ウ
エ
ル
プ
ラ
ザ
や
ま
だ
荘
を
訪

れ
、
車
イ
ス
二
台
を
施
設
に
寄

贈
し
ま
し
た
。

 

同
幼
稚
園
と
施
設
は
、
毎
年

七
夕
と
ク
リ
ス
マ
ス
に
交
歓
会

を
開
く
な
ど
交
流
し
、
「
お
世

話
に
な
っ
て
い
る
ホ
ー
ム
の
皆

さ
ん
に
お
礼
を
し
た
い
」
と
幼

稚
園
の
後
援
会
と
教
職
員
、
地

域
の
商
店
な
ど
が
協
力
し
、
廃

品
回
収
で
得
た
資
金
で
車
イ
ス

を
購
入
、
寄
贈
し
ま
し
た
。

 

昨
年
十
二
月
二
十
五
日
と
二

十
六
日
、
取
り
壊
し
予
定
の
黒

土
二
号
団
地
を
使
っ
た
火
災
想

定
警
防
訓
練
を
香
美
市
消
防
署

が
実
施
し
ま
し
た
。

 

訓
練
は
、
『
市
営
団
地
で
火

災
発
生
』
を
想
定
し
、
消
火
の

ほ
か
機
材
を
使
っ
た
救
助
訓
練

も
行
わ
れ
ま
し
た
。
実
際
の
建

物
を
使
っ
た
訓
練
に
、
消
防
隊

員
は
真
剣
な
表
情
で
取
り
組
ん

で
い
ま
し
た
。

実
際
の
建
物
で

消
防
隊
員
が
訓
練
実
施

蜻
黒
土
団
地
で
行
わ
れ
た
訓
練

蜷
車
イ
ス
を
贈
る
園
児
た
ち



　
昨
年
十
二
月
九
日
、
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
香
北
で
、
「
香
美

市
じ
ん
け
ん
講
演
会
」
が
開
催

さ
れ
、
約
百
五
十
人
が
聴
講
し

ま
し
た
。
お
な
じ
み
の
フ
リ
ー
・

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
有
田
芳
生

さ
ん
が
、
「
メ
デ
ィ
ア
と
人
間

〜
テ
レ
ビ
社
会
が
新
し
い
人
権

問
題
を
生
ん
だ
〜
」
と
題
し
て

講
演
し
ま
し
た
。

 

ま
た
、
当
日
は
、
講
演
会
の

前
に
、
『
じ
ん
け
ん
ポ
ス
タ
ー

表
彰
式
』
と
『
ふ
れ
あ
い
の
花

贈
呈
式
』
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

 

【
有
田
さ
ん
の
講
演
よ
り
】

　
平
成
七
年
頃
以
降
、
子
ど
も

の
お
か
し
な
事
件
が
多
発
し
て

い
ま
す
。

 

神
戸
事
件
は
、
平
成
十
一
年

八
月
、
「
酒
鬼
薔
薇
聖
斗
」
の

殺
人
事
件
で
し
た
。
こ
の
少
年

は
、
オ
ウ
ム
事
件
の
影
響
を
受

け
て
、
ホ
ー
リ
ー
ネ
ー
ム
（
聖

名
）
を
使
い
、
オ
ウ
ム
真
理
教

の
幹
部
が
テ
レ
ビ
に
出
て
い
る

の
を
見
て
、
〝
社
会
に
認
め
ら

れ
許
さ
れ
る
も
の
〞
と
考
え
た

よ
う
で
す
。

 
平
成
十
二
年
五
月
、
「
人
を

殺
し
て
み
た
か
っ
た
」
と
い
う

殺
人
事
件
が
あ
り
ま
し
た
。

 

平
成
十
五
年
七
月
、
佐
世
保

女
児
殺
人
事
件
の
少
女
は
、
事

件
を
反
省
し
「
今
度
会
っ
た
ら

あ
や
ま
り
た
い
」
と
言
っ
た
と

い
い
ま
す
。

 

社
会
に
衝
撃
を
与
え
た
代
表

的
な
事
件
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、

少
年
犯
罪
は
総
数
で
は
増
加
し

て
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

横
浜
ホ
ー
ム
レ
ス
殺
人
事
件
の

少
年
は
、
「
あ
れ
は
ゴ
ミ
で

し
ょ
う
」
と
言
い
ま
し
た
し
、

両
親
を
殺
害
し
た
少
年
が
、
友

人
に
見
に
来
い
と
連
絡
し
、
「
死

ぬ
こ
と
は
寝
る
よ
う
な
も
の
」

と
話
し
た
事
件
な
ど
、
「
お
か

し
な
事
件
」
と
い
わ
ざ
る
を
得

な
い
も
の
で
、
記
憶
さ
れ
て
い

る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

　
一
連
の
事
件
に
共
通
す
る
こ

と
は
「
メ
デ
ィ
ア
。
特
に
テ
レ

ビ
の
影
響
」
で
す
。
当
た
り
前

の
よ
う
に
テ
レ
ビ
が
つ
い
て
い

て
、
子
ど
も
た
ち
は
知
ら
な
い

う
ち
に
テ
レ
ビ
の
影
響
を
受
け

て
い
ま
す
。
規
範
的
な
気
持
ち

が
十
分
に
育
っ
て
い
な
い
子
ど

も
た
ち
の
心
の
中
に
、
暴
力
性

の
よ
う
な
も
の
を
植
え
つ
け
ら

れ
て
い
る
と
し
た
ら
、
多
く
の

問
題
を
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
私
た
ち
一
人
一
人
が
、
こ

の
こ
と
を
目
の
前
の
問
題
と
し

て
と
ら
え
、
解
決
す
る
努
力
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
子
ど
も
た

ち
が
希
望
を
持
て
る
社
会
を
作

る
た
め
に
。

 

◆
じ
ん
け
ん
ポ
ス
タ
ー
表
彰
式

 
市
内
の
小
中
学
校
か
ら
募
集

し
た
人
権
ポ
ス
タ
ー
に
五
十
一

点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
審

査
の
結
果
、
入
賞
し
た
次
の
六

人
に
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

 

（
敬
称
略
）

【
小
学
部
】

▽
最
優
秀
＝
時
久
基
寛
（
香
長

小
三
年
）

▽
優
秀
＝
楮
佐
古
ひ
か
る
（
大

栃
小
五
年
）
、
時
久
結
衣
花

（
香
長
小
三
年
）
、
比
江
森

悠
太
（
佐
岡
小
五
年
）

【
中
学
部
】

▽
最
優
秀
＝
中
岡
涼
子
（
大
栃

中
三
年
）

▽
優
秀
＝
公
文
典
久
（
大
栃
中

三
年
）

 

◆
ふ
れ
あ
い
の
花
贈
呈
式

 

児
童
と
高
齢
者
の
ふ
れ
あ
い
、

交
流
を
目
的
に
、
舟
入
小
学
校
、

市
、
市
教
委
、
山
田
地
区
人
権

擁
護
委
員
が
取
り
組
ん
だ
『
ふ

れ
あ
い
の
花
』
事
業
で
、
舟
入

小
五
年
生
が
育
て
た
二
百
四
十

株
の
パ
ン
ジ
ー
が
、
（
医
）
土

佐
楠
目
会
「
と
さ
や
ま
だ
フ
ァ

ミ
リ
ア
」
「
ウ
エ
ル
プ
ラ
ザ
や

ま
だ
荘
」
、
（
福
）
土
佐
香
美

福
祉
会
「
ケ
ア
ハ
ウ
ス
好
日
館
」

へ
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

 

昨
年
十
二
月
六
日
、
べ
ふ
峡

温
泉
で
美
良
布
保
育
園
の
園
児

（
五
歳
児
二
十
八
人
）
が
、
サ

ツ
マ
イ
モ
掘
り
体
験
を
行
い
ま

し
た
。

 

体
験
は
、
同
温
泉
が
地
域
貢

献
と
し
て
市
内
の
児
童
ら
を
招

待
し
た
も
の
で
、
こ
の
日
は
、

先
に
行
わ
れ
た
大
栃
保
育
園
に

続
き
二
回
目
の
開
催
。
園
児
は
、

お
世
話
を
し
て
く
れ
る
山
中
司

郎
さ
ん
と
一
緒
に
、
寒
さ
に
も

負
け
ず
、
夢
中
に
な
っ
て
イ
モ

掘
り
を
し
ま
し
た
。
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お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

美
良
布
保
育
園
児
が

べ
ふ
峡
温
泉
で
イ
モ
掘
り
体
験

『
テ
レ
ビ
の
影
響
を
受
け
る
子
ど
も
た
ち
』

 

　
香
美
市
じ
ん
け
ん
講
演
会
・
有
田
芳
生
さ
ん

蜻
大
き
な
お
イ
モ
が
採
れ
ま
し
た

有田芳生さん


